機械危険情報の通知のやりかた


機械ユーザーによる保護方策が必要な残留リスクマップ
製品名：

年　月　日作成
製品番号：

○○○○株式会社

※　必ず取扱説明書の内容をよく読み、理解してから本製品を使用してください。本資料は取扱説明書の参考資料であり、本資料の内容を理解しただけで本製品を使用しないでください。

危害のひどさは、以下の定義に従って分類し記載してあります。
危険：保護方策を実施しなかった場合に、人が死亡又は重傷を負う可能性が高い内容
警告：保護方策を実施しなかった場合に、人が死亡又は重傷を負う可能性がある内容
注意：保護方策を実施しなかった場合に、人が軽傷を負う可能性がある内容
下記に示されている番号は、本製品の「残留リスク一覧」に記載されている番号と一致しています。各々の残留リスクの詳細は「残留リスク一覧」を参照願います。










残留リスクマップ

機械ユーザーによる保護方策が必要な残留リスク一覧
製品名：

年　月　日作成

製品番号：

○○○○株式会社

※　必ず取扱説明書の内容をよく読み、理解してから本製品を使用してください。本資料は取扱説明書の参考資料であり、本資料の内容を理解しただけで本製品を使用しないでください。

危害のひどさは、以下の定義に従って分類し記載してあります。
危険：保護方策を実施しなかった場合に、人が死亡又は重傷を負う可能性が高い内容
警告：保護方策を実施しなかった場合に、人が死亡又は重傷を負う可能性がある内容
注意：保護方策を実施しなかった場合に、人が軽傷を負う可能性がある内容
残留リスクマップに示されている番号は、本製品の「残留リスクマップ」に記載されている番号と一致しています。機械上の具体的な箇所については「残留リスクマップ」を参照願います。
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機械による労働災害を防止するために機械メーカが想定した、機械ユーザーが行うべき保護方策と関連する残留リスクについて機械ユーザーが具体的な保護方策をリスクアセスメントにより検討するための情報、及び機械ユーザーが具体的な危険回避策を実施するための情報を提供するものです。
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機械の絵または図


正面





受領確認


○○○○○株式会社　　○○部


担当：　　　　　　　　　　　　　　　　　印
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機械の絵または図


背面・側面など





スライド�
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位置が特定されないもの�
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受領確認


○○○○○株式会社　　○○部


担当：　　　　　　　　　　　　　　　　　印











一般社団法人　日本鍛圧機械工業会
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